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作品の内容

危険ドラッグについてインタビユーを行つたと

ころ危険ドラッグという言葉自体は知つているが、

どのようにして作られているかは知られていませ

んでした。

危険ドラッグは、人体に有害なさまざまな薬物を

植物につけて乾燥させて作られたものです。

危険ドラッグは、製造や販売、購入したり所持、

使用、譲り受けも禁止されています。違反すると

罰則が科されます。

警察は、販売店の摘発を進め、製造している大

もとの取り締まりにつなげたいとしていますが、

危険ドラッグの原料となる薬物は海外の化学工場

などで製造されているとみられ、規制や摘発が難

しい状態です。

製造された薬物は国際郵便や小包で国内に持ち

込み、マンションなどの一室で植物とまぜて危険

ドラッグが作られています。原料となる化学物質

を手に入れることは難しくないため私たちの身近

なところで危険ドラッグが作られているかもしれ

ません。

危険ドラッグを使用して救急搬送されたり、死亡

する事故が増えています。吐潟物をのどに詰まらせ

たり、転倒事故に遭う危険性があるだけでなく、高熱

や脈拍の急激な上昇で心不全、重篤な腎不全を引き

起こして死亡することがあります。また、危険ド

ラッグは、意識障害、嘔吐、錯乱、幻覚、疲労感、

幻聴などを引き起こす大変危険なものです。呼吸

困難で死亡する場合もあります。

危険 ドラッグはインターネットで簡単に手に入

れることができます。ホームページには薬事法対

象外商品(違法とされている成分は含んでいない
などと記載されていることがありますが、それは

治療法が確立していない、違法薬物以上に危険で

あるということです。そして、それらを勧めてくる

人は「覚せい剤より依存性は強くない」「 1回だけな

ら大丈夫」などと軽い言葉で勧めてくる場合があり

ますが、危険 ドラッグは依存性が非常に高く、1回

の使用で死亡することのある大変危険な薬物です。

・路上で 10代の少年が吐き気などの症状を訴えて

救急搬送

・車を運転じ事故を起こし、15人にけがをさせた
。路上で暴れ意識を失い、急性薬物中毒で死亡
。奇行を繰り返し、建物の屋上から飛び降りて死亡

・男性が同居の女性を殺害

危険ドラツグによる事件・事故は全国で発生して

います。いつだれが危険ドラツグによる事件。事故

に巻き込まれるかわかりません。他人事とは思わず、

みなさんが危険ドラツグのない社会を強く望むこと

で蔓延する恐ろしい薬物「危険ドラッグ」による

事件 。事故を根絶することができます。

危険ドラツグの存在を決して許してはいけません。
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